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	応用
	抗原情報
	背景
	有糸分裂中のチェックポイントシグナル伝達に関与している可能性がある。TP53を介した転写活性化を促進する。DNA損傷への応答において役割を果たす。二本鎖切断（DSB）修復タンパク質は、DNA損傷への応答、テロメアダイナミクス、および抗体産生中のクラススイッチ組換え（CSR）に関与する（PubMed:12364621、PubMed:22553214、PubMed:23333306、PubMed:17190600、PubMed:21144835、PubMed:28241136）。 DNA損傷に対する二本鎖DNA切断（DSB）の修復において、非相同末端結合（NHEJ）を介したDSB修復を促進し、相同組換え（HR）修復タンパク質BRCA1の機能を特異的に阻害することで重要な役割を果たします（PubMed:22553214、PubMed:23727112、PubMed:23333306）。DSBへの応答として、ATMによるリン酸化はRIF1との相互作用とNUDT16L1/TIRRからの解離を促進し、DSB部位へのリクルートメントにつながります（PubMed:28241136）。 DSB部位に存在する2つのヒストンマーク、Lys-15でモノユビキチン化されたヒストンH2A（H2AK15Ub）とLys-20でジメチル化されたヒストンH4（H4K20me2）を認識して結合することにより、DSB部位にリクルートされます（PubMed:23760478、PubMed:28241136、PubMed:17190600）。抗体産生における免疫グロブリンクラススイッチ組換え（CSR）に必須であり、この過程でDNA DSBが生成されます（PubMed:23345425）。CSR中に切断されたDNA末端の修復と配向に関与します（類似性による）。一方、古典的なNHEJ組換えおよびV(D)J組換えには必須ではありません（類似性による）。 PAXIP1 との相互作用を介して機能不全テロメアの NHEJ を促進します (PubMed:23727112)。
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	53BP1 (2B15) ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HeLa 細胞抽出物のウェスタンブロット分析。

